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はじめに
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2006年度は国連持続可能な開発のための教育（ESD）の 10年の開始から 2年目にあたり、日
本実施計画にもとづく政府の施策の初年度にあたる年であった。本報告書でまとめられているよう

に ESD-Jはこの 1年間、ESDを推進するしくみづくりなどをめざした政策提言や広報普及活動、ネッ
トワークづくりなどを積極的に展開してきた。とくに ESD-Jからの提案に端を発する ESD促進事

業（環境省委託事業）は、国内の多様な ESDの実践を掘り起こし、それをより ESD的要素の濃い

実践へと深化させることに貢献している。このモデル事業への応募が 75地区にも及んだことは、
不十分ながらも ESDという言葉が少なからずの人々に浸透してきたことを示している。

促進事業にとどまらず地域における ESDの実践を概観すると、島嶼や中山間地など、過疎化の

進行や経済の不振、一次産業の衰退など厳しい環境に置かれている地域にユニークな実践が多く存

在している。これらの地域では持続不可能性が端的にみえ、その結果、ESDへのインセンティブ

やニーズが高いものと思われる。現在は、これらの一部地域における取組みではあるが、近い将来、

持続不可能性が国内の隅々で顕在化していくであろう。これらの一種の先進地域における取組みを

検証し、モデル化することは、今後の ESDの展開、ひいては持続可能な社会の構築に極めて有益

である。

また、今期から始まったアジア ESD推進事業「Asia Good ESD Practice Project （AGEPP）」は、

これまでの個人や組織によるアジアのネットワークを、ESDの実践レベルでのネットワークへと

深化させてくれた。日本を含む 7ヵ国という限られた国々の実践ではあるが、本書にあるように非
常に多くのユニークな多くの実践が収集され、分析の対象となっている。詳細は別の機会に譲るが、

これらのアジアの多様な ESDの事例を通じて「持続可能な開発や社会づくり（SD）における教育・

学習（E）とはなにか」といった、これまで ESDにつきまとっていた疑問を解くヒントが数多くみ

つかってきている。

先の国内の ESD促進事業やアジアの優良事例などの分析を通じて、なにをもって ESDとよぶの

かといった指標づくりも可能となる。それは地域における ESDの発展プロセスへの自己評価を容

易にするだろう。本書にもあるように国際的にも ESD指標づくりが始まっている。ESD-Jの取組

みはこれらの動きを実践面から補強する活動である。しかもアジアにおける生態学的・文化的・宗

教的多様性を包含したこれらの事例は、ESD、言い換えれば持続可能性におけるアジアのプレゼン

スを十二分に示しているように思える。また、今期から開始した環境教育や青少年育成といった

ESD-Jの構成領域・組織メンバーによる「ESDシナリオづくりプロジェクト」は、ネットワーク組

織である ESD-Jの利点を生かした取組みであり、今後より発展させるべき活動である。

以上のように、今期、さまざまな特筆すべき成果をあげてきたが、ESDの広範な普及や実施体

制の確立という点では、より一層の取組みが求められている。会員のみなさまのさらなる参加・連

携・協力を切に願っている。
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